
第１号議案         2020年度事業報告 

（2020 年 4 月 1 日から 2021 年 3 月 31 日まで） 

特定非営利活動法人市民社会研究所 

 

１ 伊勢おやき本舗 

（１）伊勢おやき等の製造・販売 

 新型コロナのため、イベントがほぼ全面的に中止となり、ＳＡの客数も激減したことから、キ

ッチンカーでの販売をストップし、またキッチンカーの老朽化により車検費用は過大になったこ

とから廃車処分とした。その代替としてユニバーサル就労センターの弁当製造を開始した。 

 

伊勢おやき本舗 売上（2020 年 4 月～3 月） 

 おやき サブレ ピロシキ チーズケーキ 弁当 合計 

4 月 68,590 円 31,400 円 51,700 円   151,690 円 

5 月 62,030 円 39,060 円 69,700 円   170,790 円 

6 月 87,660 円 80,110 円 60,700 円  38,100 円 266,570 円 

7 月 47,230 円 66,710 円 71,250 円 15,600 円 124,400 円 325,190 円 

8 月 23,540 円 61,510 円   140,800 円 225,850 円 

9 月 24,840 円 40,530 円   8,5600 円 150,970 円 

10 月 55,870 円 34,240 円   111,200 円 201,310 円 

11 月 29,470 円 39,370 円   112,400 円 181,240 円 

12 月 24,850 円 29,250 円   99,600 円 153,700 円 

1 月 17,370 円 23,590 円   87,600 円 128,560 円 

2 月 81,660 円 16,950 円   92,400 円 191,010 円 

3 月 77,500 円 298,960 円   102,000 円 478,460 円 

合計 600,610 円 761,680 円 253,350 円 15,600 円 994,100 円 2,625,340 円 

 

【販売先】 

・おやき ： SA、YMCA、総合会館、四季菜、スプラウト、店頭、イベント 

・サブレ ： じばさん三重、総合会館、ばんこの里会館、四日市大学ほか 

・弁当  ： ユニバーサル就労センター （スプラウト） 

 

   【参考】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



２ 北勢地域若者サポートステーション 

令和 2 年度より就職氷河期世代支援（40 代）が加わり、支援対象年齢が 5 才～49 才と 

10 年幅が広がった。（従来は 15 才～39 才） 

 

（１） 実績 

・就職者数 

目標：110 人⇒実績 141 人（目標比 128％：前年比 156％） 

   （内、就職氷河期世代：11 人（8％）） 

・新規登録者数： 

目標：170 人⇒実績 131 人（目標比 77％：前年比 104％） 

  （内、就職氷河期世代：30 人（23％）） 

・延べ相談件数実績：3191 件 

 

【総括】 

・就職者数は目標（110 人）及び前年実績（90 人）を大幅に上回った。理由は①きめ細かなスタ 

ッフの対応と相談スキルの向上②グラフを作成し“見える化”を図ることでスタッフの意識の 

向上③ユニバ・スプラウト・伊勢おやきとの連携が成果として現れた。 

・新規登録者数は目標(170 人)を大幅に下回ったが、前年実績(125 人)はわずかながら上回った。 

・県内の他のサポステも就職氷河期世代が加わったにもかかわらず、新規登録者数は前年並みと

のことで（ほくサポも同じ）、年齢が広がった効果は出ていない。幅広い就職氷河期世代への広

報がコロナ禍でできなかったことも要因。 

   

（２） 「集中訓練プログラム」（40日間×2回） 

   コロナ禍にもかかわらず 2 回実施することができた。 

   サポートステーションの全国事例集に北勢地域若者サポートステーションの「集中訓練プ

ログラム」事例が掲載された。ほくサポでは初めてのケース。 

（事例掲載は全国 176 か所のサポステの中で 22 か所） 

 

（３） その他 

コロナ禍対策は万全に行った。ZOOM 面談も 10 件ほど行われた。 

 



３ トレーニングカフェ・スプラウト 

2020 年度トレーニング生受け入れ状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊2020 年度平均トレーニング時間 １日４時間×週３．３回（総平均２．３回） 

  

  

  

 

受け入れ先 受入れ人数 
受け入れ後の状況 

就職 継続 中断 

ユニバ 11 3 6 2 

ほくサポ 8 3 4 1 

四日市市（生活困窮者） 4 1 1 2 

鈴鹿市（生活困窮者） 1 1 0 0 

合計 24 8 11 5 

・カフェの仕事を生かして、さまざまなトレー

ニング手法を開発した。また、トレーニング

生同士で企画の意見交換を行うなど、主体性

を引き出す工夫をした。 

・多くのトレーニング生を受け入れながらも、

グループ分けや、トレーニング生同士の指導

等により円滑なトレーニングが実現できた。 

・ある程度長期間通うことにより、様々な良い

変化が生まれている。この変化の要因を理論

化することが今後の課題である。 

・コロナ禍による困難さはあるが、地域の高齢

者の居場所として十分機能している。 



４ 生活困窮者との食事を通じた実態把握と提言作成事業（新規） 

    ＊休眠預金コロナ枠事業（資金分配団体：公益財団法人中部圏地域創造ファンド） 

（１）趣旨 

    コロナ禍による労働条件の悪化に伴う生活困窮者が増加しているが、今後 withコロナの 

    時代にあって、この状況が大幅に改善されることは予想しにくい。一方、少子高齢化の 

進行や中高年のひきこもりの増加など、生活保護費の増加は従来から大きな課題となっ 

ている。このような時代にあって、持続可能な生活困窮者支援のあり方について、当事 

者との親密な対話を通じて探り、政策提言を行う。 

（２）事業実施時期   

2020年 12月～2021年 11月 

（３）2020年度実施内容 

   

   

   



５ 就労体験型不登校児支援 

    四日市市と連携し、小中高性の不登校児を対象とする「こどもおかし教室」を実施した 

    （10月 7日から毎月１回）。１組の親子の参加者があったが、コロナ感染の不安等によ 

り参加者が見込めないと判断し、募集を停止した。 

 

６ 人権 

「実践行動につなげる人権のまちづくり研修支援事業」（三重県委託事業）を実施（次ページ） 

 

７ 市民教育 

   四日市市なやプラザ、みえ市民活動ボランティアセンターと連携して講座等を実施。 

 

８ 調査研究 

（１） 食を通じたコミュニティ形成の研究 

四日市市なやプラザと連携して実施 

（２） 社会的企業の持続可能性の研究 

 

９ 四日市市制 123周年記念事業「四日市市市民協働交流会」 

  

 

１０ その他 

① 公益財団法人ささえあいのまち創造基金事務局 

② NPO 法人みえＮＰＯネットワークセンター会員・事務局 

③ 東海市民社会ネットワーク会員・事務局 

④ ＮPO 法人日本ＮPO センター会員 

 



 

 


